
人権コラム　　心、豊かに

日田市長
椋野美智子

市長コラム 虫の目と鳥の目と魚の目と

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所地下）

子子育てを応援育てを応援！！児童館児童館・支援施設支援施設

天瀬児童館天瀬児童館
☎℻�８９２２
午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館、祝日開館

スマイルスマイル
（ひのくま子育て支援センター）

☎℻㉒７５６５
午前９時30分～午後０時30分
午後１時～３時
土・日曜日、祝日休館

子育てフレンズ『ぽけっと』子育てフレンズ『ぽけっと』
（丸の内子育て支援センター）

☎㉓１８９０ ℻㉘５１５５
午前９時30分～午後０時30分
午後２時～４時
土・日曜日、祝日休館

★事前予約必要 ♣小学生対象 ♥乳幼児対象

児童館・支援施設の利用には、年１回登録申請書を提出してください。
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大山児童館大山児童館
☎℻�２９０１
午前９時15分～午後５時
月・日曜日休館、祝日開館

中央児童館・チャイルドプラザ中央児童館・チャイルドプラザ
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６
午前９時～午後５時30分
月曜日休館、祝日開館

チャイルドプラザで
行っていた託児や
行事等は、６月から

中央児童館で行っています

1010月の主な催し月の主な催し

　10年前の熊本地震を振り返り、熊本地方気象台のリス
クコミュニケーション推進官は、こう語っています。「不測
の事態に謙虚に備えることへの必要性、そして起こるべく
して起こる自然現象に想定外はなく、想定外は人が生み
だすものであるということを教えてくれた。自分がその地
震に遭遇することはないという根拠のない思い込みの中に
身をおいて、自然を正しく理解し、備えるという努力を怠っ
ていたように思う。」
　家事や育児、仕事や地域行事に追われながらも穏やか
な日常を望む人が多い中で、備える努力の範囲が家具の
固定や非常食の準備といった「物理的な備え」に止まって
いたとしても責められるものではありません。
　災害が起きたときに「誰かを助けなければ」という思い
や行動はとても尊いものですが、いざという時に「助けて！」
と声を上げることは、命と尊厳を守るための大切な権利です。
　真面目で遠慮がちな気質とされる日本人は、避難所な
どでも「みんなが大変な思いをしている中で、わがままは
言えない」、「迷惑をかけたくない」など、体調の悪化や
悩み、心配を我慢してしまう傾向があります。

　しかし、その我慢の重なりは心身の健康を大きく損なう
要因になりかねません。災害時は、多くの人が支援を必
要とする当事者になります。助けを求める言動は恥ずかし
いことでも迷惑なことでもなく、「ちょっと手伝ってください」、

「実は困っています」と、素直にSOSを出せる力（受援力）
が、結果として自分自身や周囲を大切にしようとする「心
の備え」につながります。
　だからこそ、日頃から「おたがいさま」と言い合える関係
の構築が大切です。普段の付き合いの中で気軽に頼り、
頼られる経験を重ね、誰かが助けてと発信した時、それを
温かく受け止められる空気感の醸成が求められています。
　“ 困った時は遠慮なく頼っていいよ ”
　そんなメッセージが自然に行き交い、誰もが安心して弱
さを見せられるあたたかい地域を育んでいくことも「備える
努力」のひとつです。

頼ることも「備える努力」
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　　　【2025日田市人権フェスティバル】キャッチフレーズ 最優秀賞
　　　	  「気づけばかわる　気づけばつながる　人権の一歩」 
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◦お話し会
　♥  ８日㈭　10：30～11：00
　♣10日㈯　10：30～11：00
◦ハロウィン製作
　♥15日㈭　10：30～11：30
　♣17日㈯　10：30～11：30

★♥わくわく製作　８日㈭・９日㈮　10：30～
◦おもちゃ病院　21日㈬　10：00～15：00
◦児童館オータムフェス　25日㈰　10：00～13：00
★♣チャレンジキッズ　31日㈯　13：３0～

★親子ヨガ　７日㈬　1０：15～11：00
★アートの日　15日㈭　10：30～
※中央児童館との合同行事です。
※�10月11日㈰は、パトリア日田で開催される「健康福祉

まつり（ちびっこひろば）」に出張開所します。

♥おしゃべり広場　７日㈬　10：30～
◦ハロウィン製作
　♥14日㈬　10：30～11：30
　♣17日㈯　10：30～11：30

◦うたとおはなし会　６日㈫　11：00～11：30
◦わらべうたあそび　14日㈬　10：30～11：00
★カラーボトルセラピー
　23日㈮　10：30～11：00
★ハロウィンパーティー
　30日㈮　11：00～12：００

★はっぴーEnglish　※限定７世帯。
　14日㈬　10：00～10：30
★高校生とのふれあい（場所：藤蔭高等学校）
　21日㈬　10：00～11：30
★パパといっしょ「秋探し」
　24日㈯　10：00～12：00
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公共交通を改善しました！

　日田には、いろいろな種類の公共交通があります。タク
シー、ＪＲ、路線バスのほかに、中心部にはひたはしり号、
大鶴、夜明地区と中心部を結ぶＢＲＴ、周辺部には、デマ
ンドタクシー、デマンドバス、そのほかに10月から廃止す
る福祉バスもありました。
　人口が減少して、福祉バスは平均乗車人数が1を切り、
路線バスも運転手不足から廃止が続いています。そんな
中、関係者が集まって、東京大学名誉教授の鎌田 実先
生のお知恵も借りて、これからの公共交通の在り方を検討
しました。
　乗車人数の少ない周辺部では、予約型で自宅から送
迎する、乗合デマンドタクシーにかじを切り、使い勝手の
改善を図ることとしました。平日だけでなく土曜日も運行、
便数も増やし、大山地区など一部路線を除いて、乗り換
えなしで日田駅まで来られます。料金はタクシーの６分の
1から８分の1程度です。
　タクシーがなくなった天瀬地区では、AIを活用して、さ
らに使い勝手を良くしたデマンドタクシーの実証実験を始

めました。乗車2時間前まで予約でき、定時ではなく希望
の時間に頼めます。その結果を踏まえて、他の地区のデマ
ンドタクシーもさらに改善していきます。
　一方、中心部では、定時定路線型のひたはしり号を要
望の強かった済生会日田病院まで延伸しました。
　日田駅南広場で行われたバスの日イベントで、初めて
バスに乗って来たという親子連れの方にお会いしました。
子どもたちは「楽しかった！」と言い、お父さんも「運転しな
くていいから楽」と言われていました。その時間、子どもと
向き合うことができます。
　公共交通の楽しさと便利さをもっと市民の方に知って活
用いただければ、住民
支え合いの移動支援と
相まって、運転免許返
納後の高齢者の方も安
心して暮らせるまちにな
ります。


